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9 月 19 日(日)曇り

御殿場ルート初挑戦。仮眠をしてから

登りたかったので 18(土)17時頃に登山口

着。台風の影響がまだ残っていて降雨あ

り。でも夜には止むだろうと判断して仮

眠。のつもりが仕事の電話がちょいちょ

い入って結局寝れないので登る準備を始

める。

23:25登山開始。閉山中のため登山口が

通行止めとなっているが、すぐ横にすり

抜けれるように道ができていた。横抜け

したくない場合は二ツ塚に登るように入

山し、途中で御殿場ルートに合流すれば

良いと思われる。

写真左側に道あり

砂利道のような道を永遠と登る。途中

に山小屋も道標もないので休むことなく

ただひたすら登る。富士宮ルートのよう

に全箇所にロープが張られているわけで

はなく、切り返し部分にのみ張られてい

るので道を間違えないよう注意が必要。

ヘッデン必須。

こんな感じ

御殿場の夜景がきれいだった。ただ登っ

ているだけなので他に感じることがない。

ピンボケしてるけど

この砂利道、いつまで続くんだろう。

はっきり言って超しんどい。長距離ルー



トなのもわかってたから、事前に他の山

でトレーニングしておくべきだったと後

悔した。

自分より 1時間弱ほど前に出発した二

人組。当初は随分先にいるなぁと、たま

にチラチラしている彼らのヘッデンの明

かりを確認していたが、5合目付近で追

いついた。彼らはこのルートに挑戦した

ことを後悔しているようだった。一人は

座り込んであまり元気がなかった。自分

も既にクタクタで「たぶん登頂ムリ」っ

て心の中で思っていたが、行ける所まで

行って来ますと言って彼らを後にした。

いつまでも続く砂利道。ホント歩きに

くい。次第に右足付け根が痛み出し、疲

れが出たのか、10cmくらいのちょっとし

た石も引っかかるようになった。足、上

がってないみたい。これ、もうダメ？

つづら折りの登山道で切り返しの度に

足が止まりながらも、また進んでの繰り

返しでやっと 7合 5勺まで辿り着いた。

あー、きついわー

標高は 3100mを越えた。でも山頂まで

あと約 700mもあるんだよね。閉山し、

自己責任の山で、これ以上の無理はでき

ないのでここで終了することにした。今

まで技術的に登れないことは多々あって

も、体力不足で登れないのは初めてだっ

たのでショックが大きかった。敗因はな

んだ？ちゃんと反省して次回に活かさな

きゃ。ん？またこのルート登るの？やだ

なぁ。次は飽き防止に mp3とイヤホンだ

な。それだけで随分気が紛れる。

下りは大砂走りというルートへ。これ

またずぅっと火山灰が固まった砂利道で、

道幅が広すぎて真っ暗だと遭難しそう。

道標もなにもないけど、よく誰も遭難し

ないなぁと感心。ま、明るければ見通し

良いし、問題ないのかな。

下山中に日の出が…。雲の上から見たかった。

今回の目的はゴミ拾いなので、目的自

体は達成できた。ただ、7合目の小屋付

近には陶器の欠片などかなりの量のゴミ

があったのに、疲れきっていて一部しか

拾うことができなかった。やっぱりまた

行かなきゃなのかなぁ。



陶器、ジュース瓶、ガラス、ビニールなど大量

ちなみに 7合 5勺での SPO2は 94%。

まぁまぁの数字で頭痛も指のしびれも感

じなかった。下りは楽な分、どうしても

呼吸が浅くなるので下山中から頭痛が始

まった。これはいつものことで、自分は

こういう体質なんだと思うようになった。

帰宅してもまだまだ痛い(これもいつも

のこと)ので、試しに風邪薬飲んだら治っ

た。これからは下山直後に風邪薬か頭痛

薬だな。これで決まり。

機器の冷えによるのか最初は 78%だった。

<タイム>

御殿場口P(23:25)-7合5勺(4:39)-御殿場口

P(6:28)

（齋藤 記）


